
旭ヶ丘キリストの教会
復 活 節 礼 拝 順 序

２ ０ ２ ４ 年 ３ 月 ３ １ 日
司 会 ： 千 田 俊 昭
奏 楽 ： 千 田 祥 子

黙 祷 一 同

讃 美 ※ 讃 美 歌 1 2 1 「 ま ぶ ね の 中 に 」 一 同

主 の 祈 り ※ （ 聖 歌 表 扉 ま た は 讃 美 歌 564番 を ご 覧 く だ さ い ）

特 別 音 楽 井 樋 /千 田

教 会 学 校 紙 芝 居 「 空 っ ぽ の お 墓 」 牧 師

讃 美 讃 美 歌 4 9 6「 う る わ し の 白 百 合 」 一 同

聖 書 朗 読 使徒行伝9:36-43

奨 励 イースター・メッセージ 牧 師

主 題 「復活の信仰」

讃 美 讃 美 歌 1 5 1 「 よ ろ ず の 民 」 一 同

献 金 献 金 と 感 謝 の 祈 り

聖 餐

頌 栄 ※ 讃 美 歌 5 4 3 「 主 イ エ ス の 恵 よ 」 一 同

祝 祷 ※ 牧 師

来 週 の 箇 所 創 世 記 第 18 章
※ 印 の と こ ろ で は 御 起 立 下 さ い 。

☆ は じ め て 集 会 に お い で の 皆 様 。 心 か ら 喜 び 、 感 謝 し て お 迎 え 申 し あ げ ま す 。
し か し 、 初 め て の 方 に 無 理 な 勧 誘 を す る よ う な こ と は 、 一 切 い た し ま せ ん 。
む し ろ 、 そ っ と し て お き た い と 思 う わ け で す 。 そ の 態 度 を 冷 淡 や 不 親 切 と
誤 解 な さ ら な い で 下 さ い 。

☆ 私 た ち は 何 派 に も 属 さ な い ク リ ス チ ャ ン 個 人 の 自 由 な 交 わ り の 教 会 で す 。
聖 書 を 学 び 、 キ リ ス ト に 信 頼 し 、 キ リ ス ト が 与 え て く だ さ る 神 の 義 を 何 よ り
大 事 に し 、 信 じ る 者 同 志 が 兄 弟 姉 妹 と し て 受 け 入 れ 合 う 群 れ で す 。

☆ 献 金 は 神 へ の 感 謝 と し て 、 各 自 が 自 由 意 志 で 行 う も の で す （ ２ ｺﾘﾝﾄ9:7）。
入 り 口 に 献 金 箱 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

☆ キ リ ス ト 教 に つ い て 、 あ る い は ど ん な 質 問 で も 、 い つ で も 遠 慮 な く 牧 師 に
ご 相 談 下 さ い 。

☆ 第 二 礼拝後、軽食を用意してありますので、お時間のある方はどなたでも、
ご 自 由 に お 召 し 上 が り 下 さ い 。

☆ 二 階 に 教 会 図 書 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

旭 ヶ 丘 キ リ ス ト の 教 会 ニ ュ ー ス

《 今 週 の 歩 み 》
３ /31(日 )イースター礼拝
４ /１ (月 )

/２ (火 )
/３ (水 )
/４ (木 )10:00聖 研
/５ (金 )
/６ (土 )13-16子供ｵｰﾌﾟﾝﾊｳｽ

《 祈 り の 課 題 》
① 家 族 の 救 い の た め に

② 礼 拝 に 来 れ な か っ た 人 々 の た め に 《 テ ル ア ビ ブ ・ ヤ ッ フ ァ 》
③ 教 会 学 校 の 子 供 た ち が 救 わ れ ま す よ う に

良 書 ハ イ ラ イ ト 「 イ エ ス は 架 空 の 人 物 ？ 」
（ ニ ッ キ ー ・ ガ ン ベ ル 著 「 人 生 の 疑 問 あ れ こ れ 」 YCC出 版 , p . 3 2f ）

ロ シ ア の 共 産 主 義 辞 典 に は イ エ ス ・ キ リ ス ト と い う 項 目 の 説 明 に 「 架

空 の 人 物 」 と 記 さ れ て い る と 聞 き ま し た 。 け れ ど も 、 こ の 説 に 同 意 す る

こ と の で き る 真 面 目 な 歴 史 家 は ま ず い ま せ ん 。 イ エ ス と い う 人 物 が 実

在 し て い た 証 拠 は 非 常 に 沢 山 あ り ま す 。 こ れ ら の 証 拠 は 福 音 書 や そ

の 他 の キ リ ス ト 教 の 文 書 に 記 さ れ て い る だ け で な く 、 と り た て て キ リ ス

ト 教 と は 関 係 な い 情 報 源 か ら も 得 ら れ ま す 。 例 え ば 、 古 代 ロ ー マ の 歴

史 家 達 で す 。 タ キ ト ゥ ス も 直 接 に 、 ス ウ ェ ト ニ ウ ス も 間 接 的 に 、 イ エ ス に

つ い て 記 し て い ま す 。 ユ ダ ヤ の 歴 史 家 で あ り 紀 元 37年 生 ま れ の ヨ セ フ

ス は 、 イ エ ス と そ の 弟 子 た ち に つ い て 次 の よ う に 記 し て い ま す 。

これ を時を同じ く した頃 、 イエス とい う賢人－－ もし も彼 を人と呼ぶこ とが

合法的であればの話だ－－が存在した。彼は数多くの素晴らしい業績を残した。

彼は真理を喜んで 受け入れ る人 々の教師 であった 。彼は多 くのユダヤ人

だけでなく 、多くの異邦人をも又引き寄せていた。彼こそは救世主であった 。

ピ ラ トが当時 の主 要な人物らの進言を受け入れて、イエスを十字架刑に

処したとき も 、 イ エスを も と か ら慕っていた人々は 彼を見離さなかった 。 なぜ

なら 、彼は三 日目に生 きて再 び彼らの前 に姿を現したからである 。それは

いにし えの預言 者らが イエスに関 するその他 の何千と いう素 晴しい事項と

共に書き記 した通 りで あ った 。彼に従う者 たちは 、 キ リス ト の名にちなんで

ク リ スチ ャン と 呼ばれ るよ うにな り 、今日 に至っても尚 、その数は衰 えるとこ

ろを知 らない 。 （ ヨ セ フス 「古代史 」第 18巻 ,第 3章 63,64）


